
政
令
第

号

特
定
多
目
的
ダ
ム
法
施
行
令
及
び
河
川
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
河
川
法
（
昭
和
三

十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
七
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
定
多
目
的
ダ
ム
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
中
「
費
用
（
治
水
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

借
入
金
（
以
下
「
借
入
金
」
と
い
う
。
）
の
利
息
並
び
に
当
該
費
用
の
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
に
係

る
部
分
を
除
く
。
第
八
条
及
び
第
十
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
の
額
」
を
「
費
用
の
額
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
相
当
す
る
額
を
除
く
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
額
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
額
を
控
除
し
た
額
。
第
四
項
、
第
六
条
の
二

、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
十
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
」
に
、
「
設
定
予
定
者
の
負
担
割
合
を
乗
じ
た
額
」
を
「

設
定
予
定
者
の
負
担
割
合
（
分
離
費
用
身
替
り
妥
当
支
出
法
を
基
準
と
し
て
算
定
す
る
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第

七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
」
に
改
め
、
「
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
条
及
び



第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
ダ
ム
使
用
権
設
定
予
定
者
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
、
借
入
金
」
を
「
、
第
一
号

の
借
入
金
」
に
、
「
借
入
金
充
当
割
合
を
乗
じ
た
額
」
を
「
借
入
金
充
当
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十

九
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
借
入
金
利
息
額
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
額
と
し
、
そ
の
負
担
割
合
は
、
分
離
費
用
身
替
り

妥
当
支
出
法
を
基
準
と
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
額
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の

各
号
を
加
え
る
。

一

治
水
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
借
入
金
（
以
下
「
借

入
金
」
と
い
う
。
）
の
利
息
の
額

二

多
目
的
ダ
ム
の
建
設
工
事
に
関
す
る
事
業
（
以
下
「
事
業
」
と
い
う
。
）
の
縮
小
に
係
る
不
要
支
出
額
（
借
入
金
の

利
息
の
額
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
利
息
の
額
を
控
除
し
た
額
）

第
一
条
の
二
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

事
業
が
縮
小
さ
れ
た
場
合
（
特
定
用
途
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
用
途
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
係
る
部
分
の
縮
小
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
（
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
の
申
請
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
又
は
法
第
十

六
条
第
二
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
該
当
す
る
と
し
て
却
下
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
あ
つ
た
場
合



に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
負
担
す
る
法
第
七
条
第
一

項
の
負
担
金
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
加
え
た
額
（
特
定
ダ
ム
使
用
権
設
定
予
定
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
、

そ
の
額
に
対
応
す
る
特
定
借
入
金
利
息
額
を
加
え
た
額
）
と
し
、
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者

が
負
担
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
特
定
ダ
ム
使
用
権
設
定
予
定
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
、
そ
の
額
に
対
応
す
る
特

定
借
入
金
利
息
額
を
加
え
た
額
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
平
を
欠
く
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

特
定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
の
み
が
あ
つ
た
場
合

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
。
た

だ
し
、
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
二
以
上
あ
る

と
き
は
、
当
該
合
算
し
た
額
に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
当
該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又

は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
イ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
に
対
す
る
そ
の
者
が
単
独
で



当
該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
イ
に
掲
げ
る

額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

イ

当
該
事
業
の
縮
小
に
係
る
不
要
支
出
額
（
借
入
金
の
利
息
の
額
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
利
息
の
額
を
控
除
し

た
額
）

ロ

当
該
事
業
の
縮
小
後
に
お
い
て
、
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当

す
る
額
か
ら
国
が
納
め
る
義
務
が
あ
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
加
え
た
額
に
洪

水
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
若
し
く
は
軽
減
又
は
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
若
し
く
は
増
進
の
た
め
の
用
途

（
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
治
水
関
係
用
途
」
と
い
う
。
）
に
係
る
負
担
割
合
を
乗
じ
て

得
た
額
が
、
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
投
資
可
能
限
度
額
を
超
え
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
超
え
る
額
、
当
該
投

資
可
能
限
度
額
を
超
え
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
零

ハ

当
該
事
業
の
縮
小
後
に
お
い
て
、
流
水
を
特
定
用
途
に
供
す
る
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
の
前
項
の
規
定
に
よ

り
算
出
し
た
額
（
特
定
ダ
ム
使
用
権
設
定
予
定
者
に
あ
つ
て
は
、
特
定
借
入
金
利
息
額
を
控
除
し
た
額
）
か
ら
そ
の

額
に
含
ま
れ
る
国
が
納
め
る
義
務
が
あ
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
が
、
当
該
ダ
ム



使
用
権
の
設
定
予
定
者
の
投
資
可
能
限
度
額
（
当
該
者
が
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
た
と
き
は
、
当
該
者
の

当
該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
者
の
投
資
可
能
限
度
額
）
を
超

え
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
超
え
る
額
（
投
資
可
能
限
度
額
を
超
え
る
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
二
以
上
あ
る

と
き
は
、
当
該
超
え
る
額
の
合
計
額
）
、
当
該
投
資
可
能
限
度
額
を
超
え
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
零

二

特
定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
と
併
せ
て
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
あ
つ
た
場

合

次
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
額
。
た
だ
し
、
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ
ム

使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
算
出
し
た
額
に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
当

該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ
に
掲
げ

る
額
の
合
計
額
に
対
す
る
そ
の
者
が
単
独
で
当
該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
も

の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
同
号
イ
に
掲
げ
る
額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

w
Ｕ

（

）
×

Ｕ
＋
Ｅ

＋
Ｅ

f
w

Ｕ
Ｕ＋

f
w

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｕ
、

、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｅf

Ｅw

Ｕf

Ｕw



Ｕ

前
号
イ
に
掲
げ
る
額

前
号
ロ
に
掲
げ
る
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ロ
中
「
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
投
資
可
能
限

Ｅf
度
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お

け
る
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
投
資
可
能
限
度
額
」
と
す
る
。

前
号
ハ
に
掲
げ
る
額

Ｅw

治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
の
み
が
あ
つ
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ
に
掲
げ

Ｕf
る
額特

定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
の
み
が
あ
つ
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け

Ｕw
る
前
号
イ
に
掲
げ
る
額

３

事
業
が
縮
小
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
の
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
（
特
定
ダ

ム
使
用
権
設
定
予
定
者
に
あ
つ
て
は
、
特
定
借
入
金
利
息
額
を
控
除
し
た
額
）
か
ら
そ
の
額
に
含
ま
れ
る
国
が
納
め
る
義

務
が
あ
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
が
、
当
該
者
の
投
資
可
能
限
度
額
（
当
該
者
が
特
定

用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
た
と
き
は
、
当
該
者
の
当
該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
場
合



に
お
け
る
当
該
者
の
投
資
可
能
限
度
額
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
者
が
負
担
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の
額
は

、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
か
ら
、
当
該
超
え
る
額
及
び
そ
の
額
に
対
応
す

る
借
入
金
の
利
息
の
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

４

す
べ
て
の
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
に
よ
り
基
本
計
画
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
ダ
ム

使
用
権
の
設
定
予
定
者
（
当
該
廃
止
前
に
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
負
担
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の
額
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
特
定
ダ
ム
使
用
権
設
定
予
定
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
、

そ
の
額
に
対
応
す
る
特
定
借
入
金
利
息
額
を
加
え
た
額
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
が
著
し
く

公
平
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し

た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
み
の
建
設
が
継
続
さ
れ
る
場
合
（
次
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）

次
に
掲
げ

る
額
を
合
算
し
た
額
。
た
だ
し
、
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当

該
合
算
し
た
額
に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
負
担
割
合
の
合
計
に
対
す
る
そ
の
者
の
負
担
割
合
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額



と
す
る
。

イ

当
該
基
本
計
画
の
廃
止
に
係
る
不
要
支
出
額
（
借
入
金
の
利
息
の
額
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
利
息
の
額
を
控

除
し
た
額
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

ロ

当
該
基
本
計
画
の
廃
止
に
係
る
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
額
（
借
入
金
の
利
息
が
含
ま
れ
る
と
き
は

、
当
該
利
息
の
額
を
控
除
し
た
額
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
イ
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
と
、
当
該
基

本
計
画
の
廃
止
後
に
当
該
多
目
的
ダ
ム
の
う
ち
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
み
の
建
設
に
要
す
る
推
定
の
費
用
の

額
と
を
合
算
し
た
額
が
、
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
投
資
可
能
限
度
額
を
超
え
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
超
え
る

額
、
当
該
投
資
可
能
限
度
額
を
超
え
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
零

二

す
べ
て
の
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
と
併
せ
て
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
あ
つ

た
場
合

次
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
額
。
た
だ
し
、
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
二
以
上

あ
る
と
き
は
、
当
該
算
出
し
た
額
に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
負
担
割
合
の
合
計
に
対
す
る
そ
の
者
の
負
担
割
合
の
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

w
Ｕ

（

）
×

Ｕ
＋

Ｅ
f



Ｕ
Ｕ＋

f
w

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｕ
、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｅf

Ｕf

Ｕw

Ｕ

前
号
イ
に
掲
げ
る
額

前
号
ロ
に
掲
げ
る
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ロ
中
「
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
投
資
可
能
限

Ｅf
度
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お

け
る
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
投
資
可
能
限
度
額
」
と
す
る
。

治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
の
み
が
あ
つ
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ
に
掲
げ

Ｕf
る
額事

業
か
ら
の
撤
退
の
み
が
あ
つ
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ
に
掲
げ
る
額

Ｕw

三

治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
建
設
が
継
続
さ
れ
な
い
場
合

基
本
計
画
の
廃
止
に
係
る
不
要
支
出
額
（
当
該
不
要

支
出
額
が
、
当
該
基
本
計
画
の
廃
止
に
係
る
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
額
に
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ

ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
の
負
担
割
合
（
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
二
以
上
あ
る
と
き

は
、
当
該
二
以
上
の
者
の
負
担
割
合
の
合
計
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
負
担
割
合
を
乗



じ
て
得
た
額
）
。
た
だ
し
、
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額

に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
負
担
割
合
の
合
計
に
対
す
る
そ
の
者
の
負
担
割
合
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

５

第
一
項
の
負
担
割
合
は
、
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
の
目
的
で
あ
る
各
用
途
の
緊
要
度
の
差
が
特
に
著
し
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
そ
の
他
分
離
費
用
身
替
り
妥
当
支
出
法
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
優
先
支
出
法
そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
定
め
る
方
法
を
基
準
と
し
て
算
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
及
び
第
五
項
」
に
、
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
少
い
」
を
「
少
な
い
」
に
、
「
も
つ
ぱ
ら
」
を
「
専
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
も
つ
ぱ
ら
」
を
「
専
ら
」
に

改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
一
条
の
二
第
五
項
」
に
、
「
少
い
」
を
「
少
な
い
」
に
、
「
も
つ
ぱ
ら
」
を

「
専
ら
」
に
改
め
、
「
費
用
」
の
下
に
「
の
額
」
を
加
え
、
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
要
す
る
費
用
」
及
び
「
推
定
の
費
用
」
の
下
に
「
の
額
」
を
加
え
、
「
控
除
し
た
費
用
」
を
「
控
除
し
た
額

」
に
改
め
る
。



第
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
不
要
支
出
額
）

第
六
条
の
二

第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
業
の
縮
小
に
係
る
不
要
支
出
額
は
、
多

目
的
ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
額
と
、
当
該
事
業
の
縮
小
後
の
多
目
的
ダ
ム
が
有
す
る
効
用
と
同
等
の
効
用
を
有
す

る
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
推
定
の
費
用
の
額
と
の
差
額
と
す
る
。

２

第
一
条
の
二
第
四
項
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
基
本
計
画
の
廃
止
に
係
る
不
要
支
出
額
は
、
当
該
基
本
計
画

の
廃
止
に
係
る
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
額
と
、
当
該
基
本
計
画
の
廃
止
ま
で
に
建
設
し
た
当
該
多
目
的
ダ

ム
の
う
ち
治
水
関
係
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
部
分
の
建
設
に
要
す
る
推
定
の
費
用
の
額
と
の
差
額

と
す
る
。

（
投
資
可
能
限
度
額
）

第
六
条
の
三

第
一
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
投
資
可
能
限
度
額
は
、
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
の
目
的
で

あ
る
各
用
途
に
つ
い
て
身
替
り
建
設
費
及
び
妥
当
投
資
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
か
ら
当
該
多
目
的
ダ
ム
の
関
連

施
設
で
専
ら
当
該
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。



第
八
条
第
一
項
中
「
利
息
」
の
下
に
「
（
基
本
計
画
の
廃
止
に
伴
い
追
加
的
に
必
要
と
な
る
費
用
を
含
む
。
）
」
を
加
え

、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

次
に
掲
げ
る
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
を
前
項
の
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と

す
る
。

一

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
負
担
さ
せ
る
同
項
の
負
担
金
に
相
当
す
る
額

二

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
又
は
第
六
十
八
条
第
二
項
の
負
担
金
に
相
当
す
る
額

三

法
第
四
条
第
四
項
の
基
本
計
画
の
変
更
又
は
廃
止
の
場
合
で
あ
つ
て
当
該
変
更
又
は
廃
止
前
に
事
業
か
ら
の
撤
退
を

し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
の
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の
額
と
し
て
第
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算

出
し
た
額

第
九
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
次
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
号
」
を
加
え

、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
負
担
す
べ
き
負
担
金
の
額
と
し
て
第
一
条
の
二
第
二
項
又

は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
が
、
当
該
者
が
事
業
か
ら
の
撤
退
を
す
る
前
に
既
に
納
付
し
た
法
第
七
条
第
一



項
の
負
担
金
の
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
に
相
当
す
る
負
担
金
は
、
当
該
事
業
か
ら
の
撤
退
後
に
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
二
条
の
還
付
金
の
額
）

第
十
四
条
の
二

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
還
付
す
る
既
に
納
付
し
た
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
が
既
に
納
付
し
た
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の

全
額

二

ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
に
よ
り
当
該
事
業
が
縮
小
さ
れ
、
又
は
当
該
事
業
に
係
る
基
本
計

画
が
廃
止
さ
れ
た
と
き
に
当
該
者
に
還
付
す
る
場
合

当
該
者
が
既
に
納
付
し
た
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の
額
か

ら
当
該
者
に
つ
い
て
第
一
条
の
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
者
が
既
に

納
付
し
た
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の
額
が
第
一
条
の
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
を
超
え

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
零
）



第
十
九
条
第
一
項
中
「
費
用
（
当
該
費
用
の
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の

額
」
を
「
費
用
の
額
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
除
く
。
）
」
に
、
「
乗
じ
た
額
」
を
「
乗
じ
て
得
た
額

」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の
」
を
「
第
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
」
に

、
「
法
第
四
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
基
本
計
画
を
変
更
し
て
ダ
ム
使
用
権
の
設
定
予
定
者
」
を
「
特
定
ダ
ム
使
用
権

設
定
予
定
者
」
に
、
「
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
に
要
し
た
費
用
（
借
入
金
の
利
息
並
び
に
当
該
費
用
の
う
ち
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
に
相
当
す
る
額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
に
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
負
担
割

合
を
乗
じ
た
額
」
を
「
そ
の
額
か
ら
特
定
借
入
金
利
息
額
を
控
除
し
た
額
」
に
改
め
、
「
費
用
の
額
」
の
下
に
「
（
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
除
く
ほ
か
、
当
該
ダ
ム
使
用
権
者
の
法
第
七
条
第
一
項
の
負
担
金
の
算
出
に
係
る
第
一

条
の
二
第
一
項
各
号
又
は
第
八
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
額
を
控
除
し
た
額
）
」
を
加
え

る
。

（
河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
の
四
中
「
も
の
を
除
く
。
」
の
下
に
「
以
下
「
流
況
調
整
河
川
工
事
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
「
又
は
当
該



河
川
工
事
に
よ
り
設
置
す
る
河
川
管
理
施
設
の
管
理
に
要
す
る
費
用
」
を
削
り
、
「
（
第
三
十
八
条
の
六
及
び
第
三
十
八
条

の
七
に
お
い
て
「
負
担
金
」
と
い
う
。
）
」
を
「
（
以
下
「
工
事
負
担
金
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
当
該
河
川
工
事
に
要
す

る
費
用
又
は
当
該
河
川
工
事
に
よ
り
設
置
す
る
河
川
管
理
施
設
の
管
理
に
要
す
る
費
用
（
こ
れ
ら
の
費
用
の
う
ち
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
額
」
を
「
当
該
流
況
調
整
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
（
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
除
く
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
額
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
額
を
控
除
し
た
額
。
次

項
第
一
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
、
「
特
別
水
利
使
用
者
の
負
担
割
合
を
乗
じ
た
額
」
を
「
特
別
水
利
使
用
者
の
負
担

割
合
（
身
替
り
支
出
法
を
基
準
と
し
て
算
定
す
る
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
」
に

、
「
当
該
河
川
管
理
施
設
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
又
は
そ
の
者
の
た
め
に
行
う
当
該
河
川
管
理
施
設
の
管
理
」
を
「
当
該
流
況

調
整
河
川
工
事
に
よ
り
設
置
す
る
河
川
管
理
施
設
（
以
下
「
流
況
調
整
河
川
管
理
施
設
」
と
い
う
。
）
を
利
用
さ
せ
る
こ
と

」
に
、
「
額
と
し
、
そ
の
負
担
割
合
は
、
身
替
り
支
出
法
を
基
準
と
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
額
と
す
る
」
に
改

め
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

流
況
調
整
河
川
工
事
に
関
す
る
事
業
（
以
下
こ
の
条
、
第
三
十
八
条
の
六
及
び
第
三
十
八
条
の
八
第
二
号
に
お
い
て

「
事
業
」
と
い
う
。
）
の
縮
小
に
係
る
不
要
支
出
額



二

第
三
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
流
況
調
整
河
川
工
事
に
関
す
る
費
用
及
び
費
用
の
負
担
に
関
す
る
事
項
を

変
更
す
る
場
合
で
あ
つ
て
当
該
変
更
前
に
事
業
か
ら
の
撤
退
（
当
該
事
業
に
係
る
特
別
水
利
使
用
者
が
、
そ
の
後
の
事

情
の
変
化
に
よ
り
当
該
事
業
に
係
る
流
況
調
整
河
川
管
理
施
設
を
利
用
し
て
水
の
供
給
を
受
け
よ
う
と
し
な
く
な
る
こ

と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
た
特
別
水
利
使
用
者
が
負
担
す
る
工
事
負
担
金
の
額
と
し
て
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

算
出
し
た
額

第
三
十
八
条
の
四
に
次
の
六
項
を
加
え
る
。

２

事
業
が
縮
小
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
か
ん
が
い
又
は
発
電
以
外
の
用
途
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
用
途
」
と

い
う
。
）
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
た
特
別
水
利
使
用
者
が
負
担
す
る
工
事
負
担
金
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
加
え

た
額
と
し
、
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
特
別
水
利
使
用
者
が
負
担
す
る
工
事
負
担
金
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
よ
り
算
出
す

る
こ
と
が
著
し
く
公
平
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
定
め
る
方

法
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



一

特
定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
の
み
が
あ
つ
た
場
合

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
。
た

だ
し
、
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
特
別
水
利
使
用
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、

当
該
合
算
し
た
額
に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
当
該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か

ら
の
撤
退
を
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
イ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
に
対
す
る
そ
の
者
が
単
独
で
当
該
特
定

用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
イ
に
掲
げ
る
額
の
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

イ

当
該
事
業
の
縮
小
に
係
る
不
要
支
出
額

ロ

当
該
事
業
の
縮
小
後
に
お
い
て
、
流
況
調
整
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当

す
る
額
か
ら
国
が
納
め
る
義
務
が
あ
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
加
え
た
額
に
河

川
の
流
水
の
状
況
の
改
善
及
び
流
水
に
よ
つ
て
生
ず
る
公
害
の
除
却
又
は
軽
減
の
た
め
の
用
途
（
以
下
こ
の
条
及
び

第
三
十
八
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
「
治
水
関
係
用
途
」
と
い
う
。
）
に
係
る
負
担
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
当

該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
身
替
り
建
設
費
を
超
え
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
超
え
る
額
、
当
該
身
替
り
建
設
費
を
超

え
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
零



ハ

当
該
事
業
の
縮
小
後
に
お
い
て
、
流
水
を
特
定
用
途
に
供
す
る
特
別
水
利
使
用
者
の
前
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し

た
額
か
ら
そ
の
額
に
含
ま
れ
る
国
が
納
め
る
義
務
が
あ
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額

が
、
当
該
特
別
水
利
使
用
者
の
身
替
り
建
設
費
（
当
該
者
が
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
た
と
き
は
、
当
該
者

の
当
該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
者
の
身
替
り
建
設
費
）
を
超

え
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
超
え
る
額
（
身
替
り
建
設
費
を
超
え
る
特
別
水
利
使
用
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当

該
超
え
る
額
の
合
計
額
）
、
当
該
身
替
り
建
設
費
を
超
え
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
零

二

特
定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
と
併
せ
て
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
あ
つ
た
場

合

次
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
額
。
た
だ
し
、
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
特
別

水
利
使
用
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
算
出
し
た
額
に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
当
該
特
定
用

途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ
に
掲
げ
る
額
の
合

計
額
に
対
す
る
そ
の
者
が
単
独
で
当
該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
も
の
と
仮
定

し
た
場
合
に
お
け
る
同
号
イ
に
掲
げ
る
額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

w
Ｕ

（

）
×

Ｕ
＋

Ｅ
＋

Ｅ
f

w



Ｕ
Ｕ＋

f
w

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｕ
、

、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｅf

Ｅw

Ｕf

Ｕw

Ｕ

前
号
イ
に
掲
げ
る
額

前
号
ロ
に
掲
げ
る
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ロ
中
「
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
身
替
り
建
設

Ｅf
費
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け

る
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
身
替
り
建
設
費
」
と
す
る
。

前
号
ハ
に
掲
げ
る
額

Ｅw

治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
の
み
が
あ
つ
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ
に
掲
げ

Ｕf
る
額特

定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
又
は
事
業
か
ら
の
撤
退
の
み
が
あ
つ
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け

Ｕw
る
前
号
イ
に
掲
げ
る
額

３

事
業
が
縮
小
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
別
水
利
使
用
者
の
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
か
ら
そ
の
額
に
含
ま

れ
る
国
が
納
め
る
義
務
が
あ
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
が
、
当
該
者
の
身
替
り
建
設
費



（
当
該
者
が
特
定
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
た
と
き
は
、
当
該
者
の
当
該
特
定
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
な
い
も
の

と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
者
の
身
替
り
建
設
費
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
者
が
負
担
す
る
工
事
負
担
金
の
額
は

、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
か
ら
、
当
該
超
え
る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

４

す
べ
て
の
特
別
水
利
使
用
者
が
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
特
別
水
利
使
用
者
（
当
該
撤
退
前
に
事
業

か
ら
の
撤
退
を
し
た
特
別
水
利
使
用
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
負
担
す
る
工
事
負
担
金
の
額
は
、

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
平
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
関
係
行
政
機
関

の
長
と
協
議
し
て
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
み
の
河
川
工
事
が
継
続
さ
れ
る
場
合
（
次
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）

次
に

掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
。
た
だ
し
、
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
特
別
水
利
使
用
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
合

算
し
た
額
に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
負
担
割
合
の
合
計
に
対
す
る
そ
の
者
の
負
担
割
合
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。

イ

す
べ
て
の
特
別
水
利
使
用
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
に
係
る
不
要
支
出
額



ロ

す
べ
て
の
特
別
水
利
使
用
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
に
係
る
流
況
調
整
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら
イ
に
掲

げ
る
額
を
控
除
し
た
額
と
、
す
べ
て
の
特
別
水
利
使
用
者
の
撤
退
後
に
当
該
事
業
に
係
る
流
況
調
整
河
川
管
理
施
設

の
う
ち
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
み
の
河
川
工
事
に
要
す
る
推
定
の
費
用
の
額
と
を
合
算
し
た
額
が
、
当
該
治

水
関
係
用
途
に
係
る
身
替
り
建
設
費
を
超
え
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
超
え
る
額
、
当
該
身
替
り
建
設
費
を
超
え
な

い
と
き
に
あ
つ
て
は
零

二

す
べ
て
の
特
別
水
利
使
用
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
と
併
せ
て
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
あ
つ
た
場
合

次
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
額
。
た
だ
し
、
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
特
別
水
利
使
用
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該

算
出
し
た
額
に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
負
担
割
合
の
合
計
に
対
す
る
そ
の
者
の
負
担
割
合
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。

w
Ｕ

（

）
×

Ｕ
＋
Ｅ

f

Ｕ
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f
w

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｕ
、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｅf

Ｕf

Ｕw

Ｕ

前
号
イ
に
掲
げ
る
額



前
号
ロ
に
掲
げ
る
額
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ロ
中
「
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
身
替
り
建
設

Ｅf
費
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け

る
当
該
治
水
関
係
用
途
に
係
る
身
替
り
建
設
費
」
と
す
る
。

治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
の
み
が
あ
つ
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ
に
掲
げ

Ｕf
る
額事

業
か
ら
の
撤
退
の
み
が
あ
つ
た
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ
に
掲
げ
る
額

Ｕw

三

治
水
関
係
用
途
に
係
る
部
分
の
河
川
工
事
が
継
続
さ
れ
な
い
場
合

す
べ
て
の
特
別
水
利
使
用
者
の
事
業
か
ら
の
撤

退
に
係
る
不
要
支
出
額
（
当
該
不
要
支
出
額
が
、
す
べ
て
の
特
別
水
利
使
用
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
に
係
る
流
況
調
整

河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
に
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
特
別
水
利
使
用
者
の
負
担
割
合
（
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し

た
特
別
水
利
使
用
者
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
二
以
上
の
者
の
負
担
割
合
の
合
計
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
負
担
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
）
。
た
だ
し
、
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
特
別
水
利
使
用
者
が

二
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
、
当
該
二
以
上
の
者
の
負
担
割
合
の
合
計
に
対
す
る
そ
の
者
の
負
担
割
合
の
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。



５

第
一
項
の
負
担
割
合
は
、
流
況
調
整
河
川
工
事
の
目
的
で
あ
る
各
用
途
の
緊
要
度
の
差
が
特
に
著
し
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
そ
の
他
身
替
り
支
出
法
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交

通
大
臣
が
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
定
め
る
方
法
を
基
準
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

流
況
調
整
河
川
管
理
施
設
の
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
河
川
管
理
者
が

負
担
さ
せ
る
負
担
金
（
次
項
に
お
い
て
「
管
理
負
担
金
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
当
該
流
況
調
整
河
川
管
理
施
設
の
管
理

に
要
す
る
費
用
の
額
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
除
く
。
）
に
特
別
水
利
使
用
者
の
負
担
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
並
び
に
そ
の
者
の
た
め
に
行
う
当
該
流
況
調
整
河
川
管
理
施
設
の
管
理
に
つ
き
課
さ
れ
る
べ
き
消
費
税
に
相
当

す
る
額
及
び
当
該
課
さ
れ
る
べ
き
消
費
税
の
額
を
課
税
標
準
と
し
て
課
さ
れ
る
べ
き
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

７

河
川
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
負
担
金
を
算
出
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
平
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は

、
特
別
水
利
使
用
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
別
に
管
理
負
担
金
の
額
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
八
条
の
五
第
一
項
中
「
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
河
川
工
事
」
を
「
流
況
調
整
河
川
工
事
」
に
、
「
当
該
河
川

工
事
に
要
す
る
」
を
「
当
該
流
況
調
整
河
川
工
事
に
要
す
る
」
に
、
「
当
該
河
川
工
事
に
よ
り
設
置
す
る
河
川
管
理
施
設
」

を
「
流
況
調
整
河
川
管
理
施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
河
川
工
事
」
を
「
流
況
調
整
河



川
工
事
」
に
、
「
当
該
河
川
工
事
」
を
「
当
該
流
況
調
整
河
川
工
事
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
六
及
び
第
三
十
八
条
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
不
要
支
出
額
）

第
三
十
八
条
の
六

第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
業
の
縮
小
に
係
る
不
要
支
出

額
は
、
流
況
調
整
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
と
、
当
該
事
業
の
縮
小
後
の
流
況
調
整
河
川
管
理
施
設
が
有
す
る
効
用

と
同
等
の
効
用
を
有
す
る
施
設
の
建
設
に
要
す
る
推
定
の
費
用
の
額
と
の
差
額
と
す
る
。

２

第
三
十
八
条
の
四
第
四
項
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
特
別
水
利
使
用
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
に
係

る
不
要
支
出
額
は
、
当
該
撤
退
に
係
る
流
況
調
整
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
と
、
当
該
撤
退
ま
で
に
建
設
し
た
当
該

流
況
調
整
河
川
管
理
施
設
の
う
ち
治
水
関
係
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
部
分
の
建
設
に
要
す
る
推
定

の
費
用
の
額
と
の
差
額
と
す
る
。

（
特
別
水
利
使
用
者
負
担
金
の
徴
収
）

第
三
十
八
条
の
七

国
土
交
通
大
臣
が
負
担
さ
せ
る
負
担
金
は
、
毎
年
度
、
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
年
度
の
事
業
計
画
に
応

じ
て
定
め
る
額
を
、
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
年
度
の
資
金
計
画
に
基
づ
い
て
定
め
る
期
日
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。



２

事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
特
別
水
利
使
用
者
が
負
担
す
べ
き
負
担
金
の
額
と
し
て
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
又
は
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
が
、
当
該
者
が
事
業
か
ら
の
撤
退
を
す
る
前
に
既
に
納
付
し
た
工
事
負
担
金
の
額
を
超
え

る
場
合
に
お
け
る
当
該
超
え
る
額
に
相
当
す
る
負
担
金
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
事
業
か
ら
の
撤
退
後
に

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
工
事
負
担
金
の
還
付
）

第
三
十
八
条
の
八

国
又
は
都
道
府
県
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て

、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
還
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

特
別
水
利
使
用
者
が
既
に
納
付
し
た
工
事
負
担
金
の
全
額

二

特
別
水
利
使
用
者
の
事
業
か
ら
の
撤
退
に
よ
り
流
況
調
整
河
川
工
事
に
関
す
る
事
業
が
縮
小
さ
れ
、
又
は
す
べ
て
の

特
別
水
利
使
用
者
が
事
業
か
ら
の
撤
退
を
し
た
場
合

当
該
者
が
既
に
納
付
し
た
工
事
負
担
金
の
額
か
ら
当
該
者
に
つ

い
て
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
者
が
既
に
納
付
し
た

工
事
負
担
金
の
額
が
同
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
を
超
え
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
零
）



第
五
十
七
条
の
二
、
第
五
十
七
条
の
三
及
び
第
五
十
七
条
の
五
第
二
号
中
「
第
三
十
八
条
の
七
」
を
「
第
三
十
八
条
の
八

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
項
中
「
第
三
十
八
条
の
七
」
を
「
第
三
十
八
条
の
八
」
に

改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
た
だ
し
書
」
を
「
第
一
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
供
さ
れ
て
い

る
」
を
「
供
さ
れ
る
」
に
改
め
る
。



第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
当
該
者
が
」
を
「
当
該
者
の
」
に
、
「
部
分
を
縮
小
し
な
い
」
を
「
部
分
の
縮
小
が
な

い
」
に
、
「
推
定
さ
れ
る
」
を
「
お
け
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ハ
中
「
推
定
さ
れ
る
」
を
「
お
け
る
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
当
該
者
が
当
該
用
途

に
係
る
部
分
を
縮
小
し
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
」
を
削
り
、
「
当
該
者
の
投
資
可
能
限
度
額
」
の
下
に
「
（

当
該
者
が
当
該
用
途
に
係
る
部
分
を
縮
小
し
た
と
き
は
、
当
該
者
の
当
該
用
途
に
係
る
部
分
の
縮
小
が
な
い
も
の
と
仮
定
し

た
場
合
に
お
け
る
当
該
者
の
投
資
可
能
限
度
額
）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
推
定
さ
れ
る
」
を
「
お
け
る
」
に
、
「
、

次
の
」
を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
部
分
を
縮
小
し
な
い
」
を
「
部
分
の
縮
小
が
な
い
」
に
改
め

る
。第

三
十
二
条
第
一
項
中
「
利
息
の
額
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
補
助

金
で
そ
の
者
に
係
る
も
の
の
額
を
控
除
し
た
額
）
」
を
加
え
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
平
を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
が
関
係
行
政
機
関

の
長
と
協
議
し
て
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
第
二
号
中
「
、
次
の
」
を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
」
に
、
「
当
該
者
が
」
を
「
当
該
者
の
」
に
、
「
部



分
を
縮
小
し
な
い
」
を
「
部
分
の
縮
小
が
な
い
」
に
、
「
推
定
さ
れ
る
」
を
「
お
け
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
中
「
機
構
が
納
め
る
義
務
が
あ
る
」
を
削
る
。


